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１
．
パ
ナ
マ
の
経
済
状
況
と
水
資
源
保
護

　

パ
ナ
マ
運
河
を
有
す
る
利
点
を
活
か
し
、
国
際
ハ
ブ
空
港
や
海
上
貨
物
の
中
継
貿
易
拠
点
と
し

て
、
中
南
米
地
区
で
は
最
も
高
い
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
（
名
目
13
・
5
％
、
実

質
10
・
8
％
）
で
イ
ン
フ
レ
率
は
２
・
９
％
で
あ
る
。
米
ド
ル
化
経
済
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
国
を

支
え
て
い
る
。
パ
ナ
マ
経
済
に
と
り
水
は
国
家
の
優
先
事
項
で
あ
り
、
水
の
安
全
保
障
に
関
す
る

ハ
イ
レ
ベ
ル
委
員
会
（
２
０
１
５
年
設
立
）
に
よ
り
「
国
家
水
安
全
保
障
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

水
資
源
を
保
護
す
る
た
め
の
短
期
・
中
期
・
長
期
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
パ
ナ

マ
は
中
南
米
諸
国
と
し
て
初
め
て
「
国
連
水
条
約
会
議
（U

N
 W

ater Convention

）」
に
加
盟

し
た
。（
２
０
２
３
年
７
月
）

２
．
国
土
と
水
資
源

　

人
口
は
４
３
９
万
人
（
２
０
２
２
年
）、
国
土
面
積
は
７
・
５
５
万
㎢
で
あ
り
、
北
海
道
よ
り

や
や
小
さ
い
。
北
西
は
コ
ス
タ
リ
カ
、
南
東
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
接
し
、
北
は
カ
リ
ブ
海
、
南
は
太

平
洋
に
面
し
て
い
る
。
古
く
か
ら
太
平
洋
と
大
西
洋
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
と
し
て
発
達
し
て
き
た
。

首
都
は
パ
ナ
マ
シ
テ
ィ
で
赤
道
に
近
い
た
め
に
高
温
多
湿
の
亜
熱
帯
性
気
候
で
、
１
月
か
ら
４
月

ま
で
が
乾
季
、
５
月
か
ら
12
月
ま
で
が
雨
季
で
あ
る
。
パ
ナ
マ
の
年
間
降
雨
量
は
２
９
０
０
ミ
リ

を
超
え
、
豊
富
な
水
資
源
を
有
す
る
。
水
資
源
量
は
２
２
０
億
㎥
／
年
（
２
０
１
７
年
）
で
あ
り
、

　

パ
ナ
マ
共
和
国
は
中
南
米
に
あ
り
、
パ
ナ
マ
運
河
を
有
す
る
地
理
的
な
優
位
性
と
ド
ル
化
経
済

に
よ
り
、
港
湾
サ
ー
ビ
ス
、
金
融
、
観
光
、
不
動
産
な
ど
の
セ
ク
タ
ー
が
発
達
し
第
三
次
産
業
が

国
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
８
割
を
占
め
て
い
る
比
較
的
豊
か
な
国
で
あ
る
。
反
面
、
第
一
次
産
業
や
第
二

次
産
業
が
ぜ
い
弱
な
た
め
、
多
く
の
食
糧
加
工
物
、
石
油
、
工
業
製
品
の
消
費
財
や
生
産
財
の
大

半
を
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
貿
易
収
支
は
恒
常
的
に
赤
字
で
あ
る
。
最
近
の
話
題
で
は
、
国
家

の
収
入
を
支
え
て
い
る
パ
ナ
マ
運
河
庁
の
収
益
３
９
５
９
百
万
ド
ル
（
約
４
３
５
５
億
円
、
２
０

２
１
年
度
）
が
「
運
河
の
水
不
足
で
通
航
隻
数
が
制
限
さ
れ
、
通
航
待
ち
の
滞
船
が
増
加
」
し
、

ま
た
「
世
界
的
に
ス
ポ
ッ
ト
運
賃
が
３
割
か
ら
５
割
も
上
昇
し
て
い
る
」
こ
と
な
ど
か
ら
、
急
激

に
運
河
収
益
が
落
ち
込
む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
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と
増
加
し
て
い
る
が
、
国
連
が
定
め
て
い
る
79
％
に
は
、
未
だ
に
届

い
て
い
な
い
。

　

現
在
の
課
題
は
停
電
が
多
く
、
水
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
が
短
い

こ
と
。
さ
ら
に
維
持
管
理
等
の
不
備
に
よ
り
予
期
せ
ぬ
断
水
が
23
％

も
あ
り
、
利
用
者
が
24
時
間
給
水
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
地
区

も
多
い
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｎ
公
社
の
無
収
水
率
が
40
％
以
上
と
高

く
、
漏
水
、
盗
水
の
改
善
が
急
務
で
あ
る
。
ま
た
料
金
の
回
収
率

（
約
50
％
）
と
低
く
、
そ
の
上
に
水
道
料
金
を
安
く
設
定
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
経
営
状
況
は
厳
し
い
。

　

パ
ナ
マ
市
が
実
施
し
て
い
る
ゴ
ミ
の
収
集
、
処
分
費
は
上
下
水
道

料
金
に
含
め
ら
れ
「
上
水
道
料
金
」
と
し
て
一
括
請
求
さ
れ
て
い
る

た
め
、
市
民
の
多
く
は
水
道
料
金
が
高
い
と
誤
認
し
て
い
る
。
料
金

不
払
い
者
へ
の
措
置
と
し
て
、
法
律
で
給
水
停
止
を
規
定
し
て
い
る

が
、
違
法
接
続
に
よ
る
盗
水
が
横
行
し
て
い
る
た
め
に
、
給
水
停
止

の
効
果
は
期
待
で
き
て
い
な
い
。

・
諸
外
国
か
ら
の
支
援

　

日
本
は
パ
ナ
マ
向
け
円
借
款
で
６
１
９
億
円
（
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
累
計
）、
無
償
資
金
協

力
で
４
５
億
円
（
同
期
間
）、
ま
た
技
術
協
力
実
績
は
３
３
２
億
円
（
同
期
間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ベ
ー

国
内
総
発
電
量
の
約
６
割
は
水
力
発
電
に
依
存
し
て
い
る
。

　

パ
ナ
マ
政
府
は
、
経
済
発
展
の
た
め
の
基
盤
整
備
（
電
力
、
水
、
交
通
等
）
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
社
会
経
済
活
動
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
低
減
や
自
然
災
害
リ
ス
ク
を
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

・
水
に
関
す
る
政
策
と
規
制
は

　

保
健
省
（
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ａ
）
が
上
下
水
道
事
業
の
施
策
と
計
画
策
定
、
さ
ら
に
上
下
水
道
事
業
体

へ
の
助
成
金
の
支
給
を
行
い
、
公
共
事
業
規
制
庁
が
、
上
下
水
道
事
業
の
指
導
、
統
制
、
水
道
料

金
の
設
定
の
監
視
な
ど
、
ま
た
環
境
省
は
水
資
源
の
開
発
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
上
下
水
道
公

社
は
、
施
設
の
建
設
、
改
修
、
維
持
管
理
、
漏
水
、
盗
水
対
策
や
料
金
徴
収
を
行
っ
て
い
る
が
、

国
際
機
関
か
ら
非
効
率
な
事
業
執
行
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

３
．
上
下
水
道
の
普
及
状
況

　

水
道
事
業
者
は
２
種
類
に
分
ら
れ
て
い
る
。
人
口
１
５
０
０
人
以
上
の
地
区
は
「
パ
ナ
マ
上
下

水
道
公
社
」（
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｎ
）
が
給
水
を
行
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｎ
公
社
は
水
道
水
を
パ
ナ
マ

運
河
庁
や
民
間
企
業
ア
グ
ア
ス
デ
パ
ナ
マ
よ
り
調
達
し
利
用
者
に
給
水
し
て
い
る
。
ま
た
人
口
１

５
０
０
人
以
下
の
地
域
へ
は
地
方
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｒ
）
が
給
水
し
て
い
る
。

　

１
９
９
０
年
か
ら
２
０
１
１
年
ま
で
の
約
20
年
間
の
上
下
水
道
普
及
率
の
動
き
を
み
る
と
、
都

市
部
の
上
水
道
普
及
率
は
84
％
か
ら
94
％
に
改
善
さ
れ
た
が
、
下
水
道
普
及
率
は
68
％
か
ら
77
％
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ス
）
を
援
助
し
、
水
関
連
で
は
長
年
に
わ
た
り
流
域
管
理
総
合
計
画
や
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
る
。
な
お
、
同
国
へ
の
援
助
国
順
位
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
２
０

１
８
年
ま
で
①
米
国
、
②
日
本
、
で
あ
っ
た
が
２
０
１
９
年
は
①
フ
ラ
ン
ス
、
②
米
国
、
③
日
本

と
な
っ
た
。
日
本
が
パ
ナ
マ
向
け
Ｏ
Ｄ
Ａ
援
助
に
力
を
入
れ
て
い
る
理
由
は
、
パ
ナ
マ
運
河
の
主

要
利
用
国
（
①
米
国
、
②
中
国
、
③
日
本
、
④
チ
リ
、
⑤
韓
国
：
２
０
２
２
年
会
計
年
度
）
で
あ

り
、
ま
た
我
が
国
の
船
籍
登
録
の
約
７
割
が
パ
ナ
マ
船
籍
で
あ
り
、
パ
ナ
マ
の
政
治
経
済
の
安
定

は
、
日
本
に
と
り
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

４
．
パ
ナ
マ
運
河
の
水
資
源
問
題

　

パ
ナ
マ
運
河
は
、
海
抜
約
26
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ト
ゥ
ン

人
造
湖
を
頂
点
と
す
る
太
平
洋
と
大
西
洋
を
、
水
の
階

段
で
つ
な
ぐ
全
長
93
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
閘
門
（
こ
う
も

ん
）
式
運
河
で
あ
る
。
閘
門
式
と
は
前
後
を
ロ
ッ
ク

（
閘
門
、
ゲ
ー
ト
）
で
仕
切
ら
れ
た
水
路
の
水
位
を
上

下
さ
せ
、
次
の
水
路
の
水
位
と
一
致
し
た
ら
水
門
を
開

け
、
船
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
船
を
「
山

越
え
」
さ
せ
る
方
式
で
あ
り
、
パ
ナ
マ
運
河
は
水
位
を

変
え
る
た
め
に
動
力
に
よ
る
ポ
ン
プ
な
ど
を
一
切
使
っ

て
い
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
ガ
ト
ゥ
ン
人
造
湖
の
湖
水
の
重
力
だ
け
で
、
す
べ
て
が
行
わ
れ
て
い
る
。

船
を
一
隻
上
げ
る
た
め
に
、
約
10
万
ト
ン
の
湖
水
が
使
わ
れ
、
下
げ
る
た
め
に
、
ま
た
10
万
ト
ン

の
湖
水
、
つ
ま
り
一
隻
の
大
型
船
が
通
過
す
る
た
め
に
は
20
万
ト
ン
の
湖
水
が
使
わ
れ
、
階
段
状

に
使
わ
れ
た
湖
水
は
海
に
流
出
し
て
い
る
。
現
在
、
年
間
１
万
４
千
隻
が
通
過
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
周
囲
の
山
々
か
ら
補
給
さ
れ
る
水
量
と
、
海
に
流
れ
出
す
湖
水
の
水
バ
ラ
ン
ス
は
保
た
れ
て

い
た
が
、
今
後
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
降
雨
パ
タ
ー
ン
の
変
化
や
、
急
激
な
船
舶
数
の
増
加
、
水

路
拡
幅
に
よ
る
大
型
船
の
増
加
な
ど
に
よ
り
水
資
源
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
節
水
策

と
し
て
湖
水
の
再
利
用
や
、
ロ
ッ
ク
の
使
用
水
量
の
節
水
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

パ
ナ
マ
運
河
の
水
資
源
は
、
運
河
用
水
の
み
な
ら
ず
水
道
用
水
や
水
力
発
電
用
水
と
し
て
、
国

の
経
済
発
展
の
根
幹
を
支
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
い
ご
に

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
水
資
源
の
不
足
は
、
多
く
の
国
の
経
済
発
展
の
あ
し
か
せ
に
な
っ

て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
川
で
は
水
位
の
低
下
で
輸
送
量
の
低
下
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
原
発
の
冷

却
用
の
河
川
水
が
不
足
し
、
稼
働
率
の
低
下
、
チ
リ
で
は
銅
鉱
山
で
使
用
す
る
水
不
足
で
銅
価
格

が
高
止
ま
り
に
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は
水
不
足
に
よ
る
稲
作
が
不
作
で
取
引
価
格
が
上
昇
す
る
な
ど
、

水
不
足
に
よ
る
世
界
経
済
へ
の
影
響
が
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
。
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